
↑須山口登山道沿道の名所旧跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近代日本の入口、明治維新。「近現代Ⅰ」で

は、ここから第 1次世界大戦期までを取り扱っ

ています。明治維新に始まった日本社会の近代

化が、草の根の民衆生活にまで浸透していった

変革期、郷土の人々の生活はどのように変わっ

ていったのでしょうか？ 

今から 100年と少し前。時代が新しい分、今

も残っているものや、想像しやすい内容がたく

さん出てきます。 

大人の知的好奇心をくすぐる、ズッシリ重い

一冊。ぜひ手に取ってみてください。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

↑五竜館「佐野ホテル」 

ガイドブック 

 

中央公園に、三島溶岩流の断面と、流れ落ち

る 5条の滝が力強い「五竜の滝」があります。 

明治 23年（1890）、滝のすばらしい景観を

生かし、ここに五龍館ホテルが建設されまし

た。左の絵図には、茅葺
か や ぶ

き屋根のホテルや四阿
あずまや

などの建物、川に舟を浮かべている様子など

が描かれています。後に宮内省侍医を務めた

ベルツ博士が、当地の気候を「殊
こと

に脚
かっ

気
け

転養

の地に適す」と保証し、大正天皇や昭和天皇

も皇太子時代にご訪問されるなど、地域を代

表する一大観光地でした。 

ホテルは昭和のはじめまで営業されていた

ようで、建物やその跡を記憶している方もい

るのではないでしょうか。 

第一章 「近代化」への道 

第二章 地域社会の再編成の

中で 

第三章 帝国日本と地域村落 

 

価格：5,000円 

 

販売・お問い合わせ 

生涯学習センター（市生涯学習課） 

住所：深良 435番地 

電話：055-992-3800 

 裾野市史の編さん事業は、昭和 62年から始まりました。平成 3年、「資料編 深良用水」から

発行が始まり、最終巻である「通史編
つうしへん

Ⅱ」が発行されたのが平成 13年のことです。このように、

長い年月と多くの方々のご協力により編さんされた裾野市史は、私たちに、裾野市の成り立ちや

昔の人々の生活を教えてくれます。 

 最終巻の発行から 15年たった今、改めて裾野市史を例にとり、私たちの郷土史を紹介します。 

 

 

 

 

平成 29年 3月 裾野市教育委員会生涯学習課 

 

明治期の小学校教科書 

 

明
治
期
の
暮
ら
し
ぶ
り
と
は
… 



昭和 30 年代の県道 24 号線（須山街道） 田口勝夫氏撮影 

未舗装ですがきれいに整備され、オートバイが走っています。 

 

「駿東郡の主要交通路」 

駿東郡は北を富士山に、東を愛鷹連峰に、西を箱根外輪山にと三方を山に囲まれていますが、足柄峠を

越えれば関東に抜けることができるので、古くから交通上の要地と見なされてきました。代表的な街道は、

旧東海道である足柄路や、十里木道です。 

 

「みちの歴史」 

国を挙げての街道整備が始まったのは、大化の改新（645年）からと言われています。そして鎌倉時代

（1180年～）になると、幕府のある鎌倉と、京都とを結ぶ東海道は主要街道の中でも特に重要視されたよ

うです。その頃の東海道は、富士宮から沼津、そして駿東郡を通り足柄峠を越えて関東に抜ける、いわゆ

る足柄路で、幕府の官道として将

軍様から庶民まで色々な人たちが

通った幹線道路でした。 

江戸時代初期に箱根宿が設置さ

れると、東海道の本道は箱根路に

移りましたが、その後も足柄路は

脇往還ながら沼津・三島と甲州・相

州（相模国）を結ぶ交通路として重

用されたようです。 

街道沿いでは「甲州街道」と呼ば

れることもあります。沼津からは、

甲州では貴重な塩や干物などの海

産物を運び、甲州からは雑穀や材

木などがもたらされました。 

現在も幹線道路として交通量の

多い県道沼津小山線（394号線）の

基となった道です。 

 

「むかしの道路事情」 

かつては、主要道といっても、現在のように舗装整備

されているわけではありませんでした。明治 17年（1884）

「足柄古道道路景況一班（静岡大務新聞）」では… 

“佐野村を過ぎ深良村に至る道路橋梁 尽
ことごと

く粗悪なり。

中 就
（なかんずく）

其橋の如きハ車輪の幅員と相応せざるあり、其困

難言ふ可からず。我社会称して御難所ろといふ。” …と

あります。自動車のない時代、険悪な道を徒歩や大八車な

どを引いて越えて行った、先人の苦労が偲ばれます。 

「御殿場線（旧東海道線）」 

明治 22年（1889）、東京と神戸を結ぶ東海道線が開通し、平松地先に「佐野駅」が設置されました。 

東海道線の敷設計画の中

で、鉄道当局では蒸気機関車

への給水のための停車場を

佐野付近に設置したいとの

意向がありました。それを知

った平松の名士、服部大誧
だ い ほ

氏

が、自身の水利権を提供して

駅の開設を実現しました。 

大正 4 年（1915）、駅名が

裾野駅に改称されました。そ

の後、昭和 27 年に泉村と小

泉村が合併し裾野町が誕生

しました。駅名が先にあり、

後から町名が付いたわけで

す。 

現在の駅舎は明治末頃に

建てられたものです。特に待

合室の天井は漆喰仕上げで、昔の面影を残しています。ホームは古レールを使用しており、中には 1885

年と刻印されたものもあります。駅を利用される際には、歴史ある建築物にも注目してみてください。 

そして昭和 9年、丹那トンネ

ルが開通しました。 

東海道本線は熱海・三島経由

となり、国府津－沼津間は御殿

場線となって現在に至ります。 

なお、岩波駅は昭和 19 年に

開設されました。 

↓明治中頃の佐野駅（現裾野駅） 
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